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恵
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街
道
歩
記

古
事
記
の
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
た
東
山
道
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に
最

も
栄
え
た
中
山
道
が
貫
通
す
る
恵
那
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
、
道
を
中
心
に
発
展
し
た
文
化
や
流
通
の
要
所
で
す
。
街
道
に
は

商
人
や
旅
人
、
時
に
は
大
名
や
高
貴
な
身
分
の
大
行
列
も
行
き
交
い
、

そ
の
時
代
と
場
面
ご
と
の
出
来
事
を
歴
史
に
、
そ
し
て
路
傍
に
き
ざ
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
有
名
な
歌
人
や
俳
人
も
こ
の
地
を
訪
れ
、
通

り
す
が
り
に
詠
ん
だ
歌
や
、
滞
在
し
た
証
と
な
る
庵
の
跡
な
ど
が
伝
説

と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
も
な
お
、
ひ
っ
そ
り
と
往
時
の
面
影
を

伝
え
る
旧
家
や
史
跡
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
風
景
を
残
す
峠
や
塚
な

ど
、
歴
史
情
緒
た
っぷ
り
の
道
筋
を
た
ど
り
、
遙
か
古
に
思
い
を
は
せ
る

旅
は
、「
温
故
知
新
」
と
い
う
よ
う
に
、
き
っ
と
新
し
い
何
か
が
発
見
で

き
ま
す
。
街
道
を
歩
い
て
心
に
刻
ん
だ
風
景
と
心
の
感
動
は
いつ
ま
で
も

深
く
心
に
記
憶
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
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W C

W C

P

②
中
山
道
甚
平
坂
公
園

　
平
成
四
年
三
月
に
完
成
し
た
小
公
園
で
、
こ
の
場

所
は
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
版
画
『
木
曽
海
道
六
拾
九

次
之
内　
大
井
』
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
所
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
北
側
、
東
側

を
見
る
と
御
嶽
山
、
恵
那
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、

そ
の
山
容
か
ら
広
重
の
雪
景
色
の
名
作
を
思
い
起
こ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
根
津
神
社

　
源
頼
朝
の
家
臣
根
津
甚
平
を
ま
つ
る
神
社
で
す
。

岐
阜
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
さ
二・二
四

ｍ
の
宝
篋
印
塔
が
あ
り
、
甚
平
の
墓
標
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
伝
説
に
よ
れ
ば
根
津
甚
平
は
、
信
州
桔
梗
が
原
で

旅
人
を
苦
し
め
て
い
る
怪
鳥
八
重
羽
の
雉
退
治
を
命

じ
ら
れ
て
、
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ

こ
で
力
尽
き
、
供
を
し
て
い
た
馬
、
犬
も
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
雉
は
日
吉
（
瑞
浪
市
）
ま
で
逃
れ
、

そ
こ
で
死
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
伝
説
は
と
も
か
く
、
こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
県
内
で

も
有
数
の
大
き
さ
で
、
鎌
倉
時
代
に
建
造
さ
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●木曽海道六拾九次之内　
大井 （中山道広重美術館蔵）

　音もなく降り積もる雪の中を黙々と歩
む馬上の旅人。背後に恵那山、木曽の
山々が静かに連なる甚平坂からの景色で
あるとされています。
　松、人物、印章に用いたわずかな色
が効果的に画面を引き締めており、「東
海道五拾三次之内」（保永堂版）の「蒲原」
と並ぶ雪景色の名画です。

　

岡
瀬
沢
は
、
恵
那
市
の
中
山
道
の
東

の
入
口
。
起
伏
の
あ
る
坂
道
と
近
世
の

街
道
の
特
徴
で
も
あ
る
緩
や
か
な
カ
ー

ブ
が
続
き
ま
す
。
沿
道
に
は
、
庚
申
、

馬
頭
観
音
、
道
標
な
ど
江
戸
時
代
の

昔
を
想
わ
せ
る
石
造
物
な
ど
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
街
道
に
沿
っ
て
並
ぶ

民
家
も
、
ど
こ
と
な
く
江
戸
時
代
の
風

情
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

岡
瀬
沢
か
ら
大
井
宿
へ
の
途
中
に
甚

平
坂
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、こ
こ

に
は
根
津
甚
平
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
武

将
の
伝
説
と
甚
平
の
墓
と
い
う
宝
篋
印
塔

（
岐
阜
県
指
定
文
化
財
）が
あ
り
ま
す
。

　

甚
平
坂
は
、
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
版

画
『
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内　

大

井
』
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
場
所
と
い
わ

れ
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

甚
平
坂
を
す
ぎ
る
と
明
治
ま
で
一
里
塚

の
あ
っ
た
関
戸
、
坂
を
下
って
石
仏
の
並

ぶ
上
宿
を
通
って
大
井
宿
に
入
り
ま
す
。

　
関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
を
お
さ
め
た
徳
川
家
康
は
、
江
戸
に
幕
府
を
開
き
、
主
要
な
街
道
の
整
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
関
ヶ
原
の
合
戦
の
翌
年
、
慶
長

六（
一
六
〇
一
）年
に
は
東
海
道
の
整
備
を
開
始
し
、慶
長
七
年
に
中
山
道
の
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
中
山
道
は
、江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し
て
武
蔵（
東
京
都・

埼
玉
県
）、
上
野
（
群
馬
県
）、
信
濃
（
長
野
県
）、
美
濃
（
岐
阜
県
）、
近
江
（
滋
賀
県
）
を
経
て
京
都
三
条
大
橋
に
達
し
ま
す
。
た
だ
し
、
近
江
草
津
宿
で
東

海
道
と
合
流
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
中
山
道
と
い
う
の
は
江
戸
日
本
橋
か
ら
近
江
守
山
宿
ま
で
の
間
、
百
二
十
八
里
十
三
町
三
間
（
約
五
百
四
㎞
）
の
街
道
を

い
い
ま
す
。
こ
の
間
に
板
橋
宿
か
ら
守
山
宿
ま
で
六
十
七
の
宿
場
が
あ
り
、
一
里
ご
と
に
一
里
塚
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
山
道
は
、
東
海
道
と
並
ぶ
江
戸
時
代
の
主
要
街
道
で
奥
州
道
中
、
甲
州
道
中
、
日
光
道
中
と
合
わ
せ
て
五
街
道
と
呼
ば
れ
、
道
中
奉
行
の
管
轄
下
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
要
街
道
か
ら
脇
街
道
と
呼
ば
れ
る
街
道
が
枝
分
か
れ
し
て
江
戸
時
代
の
交
通
網
を
形
作
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
中
山
道
が
江
戸
時
代
の
初
め
頃
に
建
設
、
整
備
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
道
と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
名
残
の
ひ
と
つ
で
あ
る

大
井
宿
は
、
中
山
道
六
十
九
次
の
う
ち
、
江
戸
か
ら
数
え
て
四
十
六
番
目
の
宿
場
町
で
、
江
戸
時
代
後
半
に
は
、
美
濃
国
に
あ
る
中
山
道
の
十
六
の
宿
場
の
中

で
も
っ
と
も
繁
栄
し
、
そ
こ
か
し
こ
に
往
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
中
山
道
は
、
恵
那
市
内
を
ほ
ぼ
十
一・四
㎞
に
わ
た
っ
て
横
断
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
島
町
中
野
か
ら
武
並
町
藤
ま
で
の
間
は
、
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
。

　
そ
れ
で
は
恵
那
市
の
中
山
道
を
東
（
江
戸
側
）
か
ら
解
説
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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中山道広場

上
宿
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

　

右
手
に
馬
頭
観
音
を
見
な
が
ら
上
宿

の
五
妙
坂
を
下
り
、
木
造
の
上
横
橋

を
渡
る
と
大
井
宿
に
入
り
ま
す
。
大

井
宿
は
、
街
道
が
直
角
に
曲
が
る
い
わ

ゆ
る
升
形
（
ま
す
が
た
）
が
六
カ
所
あ

り
、
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
山
道
で
は
こ
れ
だ
け
の
升
形
の
あ
る

宿
場
は
、
大
井
宿
以
外
に
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

上
横
橋
を
渡
り
、第
一
の
升
形
を
曲

が
る
と
、
す
ぐ
に
大
井
宿
本
陣
跡
の
正

門
が
左
に
見
え
ま
す
。
残
念
な
が
ら
本

陣
の
建
物
は
、
終
戦
直
後
に
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
安
土
桃
山
様
式
を

残
し
て
い
る
と
い
う
正
門
は
、
幸
い
焼
失

を
逃
れ
、
秀
麗
な
姿
を
今
に
残
し
て
い

ま
す
。

　

本
陣
の
前
で
第
二
の
升
形
を
曲
が
る

と
本
町
に
で
ま
す
。
こ
こ
か
ら
市
神
神

社
前
の
第
四
の
升
形
ま
で
に
は
幕
末
か

ら
明
治
初
期
の
町
家
が
い
く
つ
か
残
り
、

宿
場
ら
し
い
風
情
と
なって
い
ま
す
。
資

料
館
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
大
井
村

の
旧
庄
屋
（
古
山
家
）、
旧
旅
籠
、
明

治
天
皇
行
在
所
等
を
す
ぎ
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
旅
館
の
所（
第
三
の
升
形
）

を
曲
が
る
と
左
手
に
旧
庄
屋
（
古
屋

家
）、
正
面
に
市
神
神
社
が
見
え
て
き

ま
す
。
神
社
前
（
第
四
の
升
形
）
を

曲
が
り
、
か
つ
て
は
た
く
さ
ん
の
茶
屋
が

建
ち
並
ん
だ
茶
屋
町
筋
を
さ
ら
に
二
つ

の
升
形
を
曲
が
って
通
り
抜
け
、
大
井

橋
に
出
た
と
こ
ろ
で
大
井
宿
は
終
わ
り

ま
す
。

④
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館

　
大
井
宿
の
有
力
な
商
家
で
あ
っ
た
「
ひ
し
屋
」
古

山
家
は
、江
戸
時
代
中
期
以
降
、大
井
村
の
庄
屋
を
務

め
た
家
柄
で
、明
治
以
降
は
郵
便
取
扱
役
、恵
那
郡
役

所
掛
屋
に
任
命
さ
れ
、養
蚕
研
究
や
俳
諧
文
化
の
推
進

に
も
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。そ
の
住
居
は
明
治
初
年
に

改
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、大
規
模
で
質
の
良
い
近
世
的

町
家
建
築
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
お
り
、恵
那
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
は
、こ
の
古
山
家
住
宅
を
改

修
・復
元
し
、大
井
宿
の
町
家
を
体
験
し
て
も
ら
う
施

設
で
、店
蔵
を
改
修
し
た
展
示
室
で
は
、中
山
道
、大
井

宿
、ひ
し
屋
の
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
、絵
図
や
古
文

書
、調
度
品
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
入
館
料　
大
人
＝
二
百
円
、
十
八
歳
以
下
無
料

●
開
館
時
間　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
休
館
日　
月
曜
日（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

　
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
問
い
合
わ
せ　
０
５
７
３・２
０・３
２
６
６

③
大
井
宿
本
陣
跡

　
本
陣
は
、
大
名
、
公
家
、
幕
府
の
役
人
な
ど
身
分

の
高
い
人
た
ち
が
宿
泊
す
る
場
所
で
し
た
。
各
宿
場

に
は
必
ず
本
陣
、
脇
本
陣
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
井
宿
の
本
陣
は
、
書
院
の
つ
い
た
豪
壮
な
本
陣

で
し
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
本
陣
正
門
と
庭
園
が
残
り
、

今
も
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
の
文
化
財

（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●皇女和宮の降嫁と大井宿
　仁孝天皇の第八皇女の和宮が将軍
家茂の正室として嫁ぐ行列は、総勢
4 千人～ 5 千人と推測され、文久元
年（1861）10 月 27 日から 11 月 1
日の 4 日間続きました。和宮の輿は
29 日の運行で、深萓立場で休憩、子
持松で野立の後、大井宿で昼食の予
定でした。
　旧本陣家には、女官から拝領した
という匂い袋と紙入れが今も残って
います（上の写真）。

⑤
大
井
宿
の
町
並
み
と
町
家

　
大
井
宿
は
、
中
山
道
四
十
六
番
目
の
宿
場
。
全
長

は
六
町
半
（
約
七
百
十
ⅿ
）
で
、
美
濃
十
六
宿
で
、

も
っ
と
も
繁
栄
し
た
宿
場
と
い
わ
れ
、
天
保
十
四

（
一
八
三
四
）
年
に
は
大
小
あ
わ
せ
て
四
十
一
軒
の
旅

籠
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
当
時
の
面

影
を
残
す
町
家
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時

の
大
井
宿
を
特
徴
づ
け
た
六
カ
所
の
升
形
は
今
も
健

在
で
、
道
幅
も
ほ
ぼ
往
時
の
ま
ま
で
す
。
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大
井
宿
か
ら
西
行
塚

区
間
距
離
●
約
二・二
km

大
井
宿
か
ら
西
行
塚

区
間
距
離
●
約
二・二
km

大
井
宿
か
ら
西
行
塚

5002500ｍ

上
横
橋

高
札
場
跡

市
神
神
社

⑥
大
井
橋

長
島
橋

馬
頭
観
音・塞
の
神

伝
西
行
塚

西
行
苑

⑤
大
井
宿

④
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館   

豊
玉
稲
荷

永
田
川神

明
神
社

岩
村
電
車
記
念
碑

⑦
中
山
道
広
重
美
術
館

⑨
中
野
観
音
堂

③
大
井
宿
本
陣
跡

坂
の
上
石
仏
群

⑧
本
酒
屋

新
田
観
音
堂

西
行
硯
水
公
園

W C
W C

W C

W CW C

W C

W C

P

P

P

JR 中央本
線

恵那駅西駐車場

JR・明知鉄道
恵那駅

観光物産館
えなてらす

中山道広場

中央
自動
車道

明知鉄道

大
井
村
庄
屋
古
屋
家

　

阿
木
川
に
か
か
る
大
井
橋
は
、
江
戸

時
代
に
は
高
欄
付
の
木
造
橋
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
は
、

阿
木
川
の
中
ほ
ど
に
石
垣
で
つ
く
っ
た
中

島
を
設
け
、
そ
こ
に
橋
を
架
け
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
頑
丈
な
橋
で
す
が
、
木

造
時
代
に
は
何
度
も
流
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

大
井
橋
か
ら
西
は
、
現
在
は
商
店
街

と
なって
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
、
ほ

と
ん
ど
人
家
が
な
く
、
一
面
の
水
田
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
大
井
橋
か
ら
西
へ

約
五
百ｍ
、
旧
中
野
村
庄
屋
の
あ
っ
た

本
酒
屋
と
い
う
、
がっし
り
し
た
旧
家
が

あ
り
ま
す
。
今
も
当
時
の
庭
園
な
ど
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
家
の
す
ぐ
近
く
に
江
戸
時
代
か

ら
灯
明
の
消
え
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
中

野
観
音
堂
を
左
に
見
て
、
長
島
橋
を

越
え
て
坂
を
下
り
、
交
差
点
を
西
に
向

か
う
と
、
や
が
て
左
手
に
西
行
硯
水
公

園
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
硯
水

と
い
う
池
が
あ
り
、
か
つ
て
歌
人
西
行
が

こ
の
水
で
墨
を
す
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。

　

硯
水
公
園
を
す
ぎ
、
中
央
本
線
の
踏

切
を
越
え
る
と
、
い
よ
い
よ
山
道
に
なっ

て
き
ま
す
。
西
行
坂
の
急
坂
を
登
る
と

右
手
に
岐
阜
県
史
跡
の
五
輪
塔
、
伝
西

行
塚
が
あ
り
ま
す
。
当
地
の
伝
説
に
よ

れ
ば
、
西
行
が
こ
の
地
で
亡
く
な
り
、
こ

こ
に
葬
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
大
井
橋

　
現
在
は
木
曽
海
道
六
拾
九
次
浮
世
絵
版
画
の
陶
板

が
欄
干
に
は
め
込
ま
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
木
造
の
橋
で
、

長
さ
が
二
十
三
間
（
約
四
十
一
ⅿ
）、
幅
が
二
間
（
約

三・六
ⅿ
）
あ
り
、
天
明
年
間
以
前
に
は
、
阿
木
川
の

中
ほ
ど
に
切
石
で
島
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
両
岸
か
ら

橋
を
架
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
中
島

橋
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑧
本
酒
屋

　
本
酒
屋
は
中
野
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
皇
女
和
宮
が
将
軍
家
茂
に

嫁
ぐ
と
き
、
中
山
道
を
通
行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
受

け
入
れ
や
準
備
の
た
め
に
岩
村
藩
の
代
官
は
、
野
井

村
（
現
三
郷
町
）
に
過
重
な
負
担
を
要
求
し
ま
し
た
。

野
井
村
で
は
、
や
む
な
く
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
ま

し
た
が
、
先
例
に
な
っ
て
は
困
る
と
考
え
た
野
井
村

の
本
百
姓
熊
崎
新
三
郎
は
、
和
宮
通
過
後
、
本
酒
屋

に
い
た
代
官
に
斬
り
か
か
り
ま
し
た
。
代
官
は
事
な

き
を
得
ま
し
た
が
、
後
に
岩
村
藩
で
こ
の
事
件
で
の

裁
判
が
あ
り
、
野
井
村
の
要
求
が
認
め
ら
れ
、
代
官

は
寵
免
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
中
野
観
音
堂

　
約
五・
四
ⅿ
×
三・
六
ｍ
の
入
母
屋
造
り
で
、
回

り
縁
が
つ
い
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と

し
、
江
戸
時
代
か
ら
灯
明
が
消
え
た
こ
と
が
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
観
音
堂
の
隣
に
は
、
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
の
秋
葉
灯
籠
が
建
ち
、
北
隣
に
は
中

野
村
高
札
場
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
中
山
道
広
重
美
術
館

　
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
版
画
を
中
心
と
す
る
美
術
作

品
の
展
示
・
収
集
・
保
管
を
主
な
目
的
に
、
平
成

十
三
年
九
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
収
蔵
す
る
美
術
品

は
広
重
が
そ
の
円
熟
期
に
中
山
道
を
描
い
た
『
木
曽

海
道
六
拾
九
次
之
内
』
な
ど
約
千
四
百
点
。
美
術
館

で
は
、
二
つ
の
展
示
室
を
活
用
し
、
収
蔵
美
術
品
を

企
画
展
と
い
う
形
で
毎
月
展
示
替
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
浮
世
絵
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

浮
世
絵
ナ
ビ
ル
ー
ム
や
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
実
習
室
、

講
座
室
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
あ
り
、

こ
こ
で
得
ら
れ
る
情
報
や
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、

様
々
な
文
化
活
動
が
展
開
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
観
覧
料　
企
画
展
五
一
〇
円
、
特
別
展
八
二
〇
円

　
十
八
歳
以
下
、
障
が
い
者
本
人
は
無
料

●
開
館
時
間　
午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

●
休
館
日　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

　
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
問
い
合
わ
せ　
０
５
７
３・２
０・０
５
２
２

●「木曽海道六拾九次之内」
　このシリーズは、絵師や版元が途
中で変わるなど、複雑な経緯をたどっ
ています。
　当初の版元であった保永堂は、天
保 4（1833）年、歌川広重を絵師と
して「東海道五拾三次之内」を出版
し、大変な好評を博しました。保永
堂は続いて「木曽街道」の出版を計
画、絵師は当初、広重の予定でしたが、
都合により渓斎英泉に代わったとさ
れています。

▲洗馬

▲中津川（雨）

　英泉は天保 6（1835）年に「日
本橋雪之曙」を描き、次々と出版し
ましたが、途中から広重に交代、ほ
ぼ同じ時期に版元も錦樹堂に代わり、
英泉が 24 図、広重が 47 図描き、ほ
ぼ 4 年の歳月をかけて完成しました。
　「木曽海道六拾九次之内」71 図は、
中山道の機能を人々に知らせる目的
で出版したものではありません。し
かし、英泉や広重の鋭い目と軽妙な
筆致は、街道や宿場の風景の中に当
時の風俗習慣とともに、中山道の機
能までも詳しくとらえています。
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西
行
塚
か
ら
四
ッ
谷

区
間
距
離
●
約
三・二
km

西
行
塚
か
ら
四
ッ
谷

区
間
距
離
●
約
三・二
km

西
行
塚
か
ら
四
ッ
谷

馬
頭
観
音・塞
の
神

⑪
槙
ヶ
根
追
分

姫
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殿
跡
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場
跡

み
だ
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坂・み
だ
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折
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札
場
跡

石
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さ
ま

七
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原

槙
ヶ
根
立
場

伝
西
行
塚

西
行
苑

中
山
道
四
ッ
谷
集
会
所

⑫
首
な
し
地
蔵

下
街
道

槙
ヶ
根
石
仏
群

西
行
の
森

W C

W C
W C

P

P

⑩
槙
ヶ
根
一
里
塚

馬
頭
観
音
と
子
持
松
跡

5002500ｍ

JR
中央
本線

中央自
動車道

　

西
行
塚
か
ら
西
に
進
む
と
一
面
に
開

け
た
尾
根
に
出
ま
す
。
こ
こ
に
は
槙
ヶ

根
一
里
塚
が
旧
態
を
よ
く
残
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
尾
根
道
を
西
に
進
む
と
、

や
が
て
槙
ヶ
根
立
場（
休
憩
所
）に
出
ま

す
。

　

槙
ヶ
根
追
分
は
、
中
山
道
と
下
街
道

と
の
分
岐
点
で
立
場（
休
憩
所
）と
なっ

て
お
り
、
茶
屋
が
数
軒
あ
っ
て
大
い
に

賑
わ
って
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
か
ら
西
へ
六
百ｍ
ほ
ど
は
、
木
立
の
中

を
進
む
尾
根
道
で
、
追
分
か
ら
三
百ｍ

ほ
ど
行
っ
た
右
手
の
小
高
い
丘
に
和
宮

御
通
行
の
際
に
漆
塗
り
の
御
殿
が
建
て

ら
れ
た
と
い
う
姫
御
殿
跡
、
左
手
に
首

な
し
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
ん

で
竹
折
村
の
役
人
が
、
長
ば
か
ま
の
礼

装
で
土
下
座
を
し
て
、
街
道
を
通
る
役

人
を
迎
え
た
と
い
う
下
座
切
場
跡
を
通

り
、
大
名
行
列
が
乱
れ
た
ほ
ど
の
急
坂

と
い
う
、
み
だ
れ
坂
と
み
だ
れ
橋
を
渡

る
と
四
ッ
谷
の
集
落
に
入
り
ま
す
。

⑩
槙
ヶ
根
一
里
塚

　
街
道
の
両
側
に
一
対
に
な
っ
て
一
里（
約
三・九
㎞
）

ご
と
に
築
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
里
程
標
で
、
三
十
六

町
を
一
里
と
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
江
戸
幕
府

が
五
街
道
の
整
備
を
始
め
た
慶
長
九
年
頃
に
築
か
れ

ま
し
た
。
現
存
す
る
一
里
塚
は
数
が
少
な
く
、
こ
の

槙
ヶ
根
一
里
塚
の
よ
う
に
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
残
さ
れ

て
い
る
の
は
全
国
的
に
も
ま
れ
で
、
岐
阜
県
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
塚
は
、
高
さ
約
三・五
ⅿ
、
径
九・九
ⅿ
。
南
塚

は
、高
さ
三・九
ⅿ
、径
十・一
九
ⅿ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

北
塚
と
南
塚
は
、
約
十
ⅿ
ほ
ど
斜
め
に
ず
れ
て
い
ま

す
。⑫

首
な
し
地
蔵

　
中
山
道
沿
い
に
立
っ
て
い
る
首
の
な
い
お
地
蔵
さ

ん
で
す
。
こ
の
地
蔵
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
昔
話

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
時
、
二
人
連
れ
の
武
家
の
め
し

使
い
が
中
山
道
を
旅
し
て
お
り
、
こ
の
地
蔵
さ
ん
の

立
っ
て
い
る
所
で
昼
寝
を
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
り

が
昼
寝
か
ら
さ
め
て
み
る
と
仲
間
の
首
が
あ
り
ま
せ

ん
。
怒
っ
た
め
し
使
い
は
、
お
地
蔵
さ
ん
に
「
仲
間

が
襲
わ
れ
て
い
る
の
に
黙
っ
て
見
て
い
た
と
は
何
事

だ
！
」
と
お
地
蔵
さ
ん
の
首
を
刀
で
切
り
落
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
首

の
な
い
地
蔵
と
い
う
こ
と
で
首
な
し
地
蔵
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

⑪
槙
ヶ
根
追
分

　
中
山
道
か
ら
分
か
れ
て
竹
折
、
釜
戸
、
土
岐
、
多

治
見
を
経
て
名
古
屋
へ
向
か
う
下
街
道
の
分
岐
点
で
、

か
つ
て
は
こ
こ
に
、
京
や
大
阪
で
全
国
的
ネ
ッ
ト
を

持
つ
飛
脚
屋
が
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
三
月
に

建
て
た
二
基
の
灯
籠
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
移
動

し
、
今
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た

駒
形
の
大
型
道
標
が
立
っ
て
い
ま
す
（
二
基
の
灯
籠

は
、
現
在
国
道
一
九
号
沿
い
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
会
社
入

口
に
あ
り
ま
す
）。

　
付
近
は
立
場
（
休
憩
所
）
と
な
っ
て
お
り
、
茶
屋

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
街
道
は
伊
勢

参
り
や
善
光
寺
参
り
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
、
追
分
に

は
伊
勢
神
宮
の
遥
拝
所
も
あ
り
ま
し
た
。

●槙ヶ根追分・茶屋跡の　
出土品

　昭和 62 年から中山道を文化庁の歴
史の道保存整備事業で整備することとな
り、槙ヶ根追分と茶屋跡の発掘調査が行
われました。
　この調査で、かまど、炊事場、便所な
どの茶屋の遺構や、遥拝所の礎石、下
街道の石垣などが確認され、湯飲み茶
碗や徳利、急須、灯明皿、硯や古銭など、
江戸時代の茶屋の様子を思い起こさせ
る品々がたくさん見つかっています。
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四
ッ
谷
か
ら
藤

区
間
距
離
●
約
三・〇
km

四
ッ
谷
か
ら
藤

区
間
距
離
●
約
三・〇
km

四
ッ
谷
か
ら
藤

み
だ
れ
坂・み
だ
れ
橋

⑮
三
城
峠

⑭
藤
村
高
札
場

中
山
道
の
碑

ぼ
た
ん
岩

芭
蕉
等
句
歌
碑
群

平
六
茶
屋
跡

妻
神

竹
折
村
高
札
場
跡

石
州
さ
ま

中
山
道
四
ッ
谷
集
会
所

深
萱
休
憩
所

佐
倉
宗
五
郎
大
明
神

紅
坂

ば
ば
が
茶
屋
跡

ち
ん
ち
ん
石 W CW C

⑬
紅
坂
一
里
塚

三
社
灯
籠

深
萱
立
場

5002500ｍ

中央自動車道

　

休
憩
所
で
一
服
し
、
再
び
舗
装
さ
れ

た
中
山
道
を
進
み
、
未
舗
装
の
山
道
へ
。

小
さ
な
橋
を
渡
り
、
緩
や
か
な
坂
を

上
る
と
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、

や
が
て
紅
坂
一
里
塚
に
着
き
ま
す
。
こ

の
一
里
塚
も
旧
態
を
よ
く
残
し
て
い
ま

す
。槙
ヶ
根
一
里
塚
か
ら
こ
こ
ま
で
一
里

（
約
四
㎞
）来
た
わ
け
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
木
立
の
中
を
進
み
、
紅
坂

を
下
る
途
中
で
珍
し
い
形
の
ぼ
た
ん
岩

を
足
元
に
見
て
さ
ら
に
坂
を
下
り
、
藤

川
を
越
え
れ
ば
武
並
町
藤
の
深
萱
立

場
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
瑞
浪
市
境
ま
で

あ
と
一
息
で
す
。

　

再
び
木
立
の
中
に
入
り
、
侍
や
町
人

が
歩
い
て
き
そ
う
な
道
を
上
り
、
三
城

峠
を
越
え
て
下
り
き
っ
た
と
こ
ろ
が
瑞

浪
市
と
の
境
で
す
。
こ
こ
で
恵
那
の
中

山
道
は
終
わ
り
、
こ
の
先
は
大
湫
宿
ま

で
約
四
㎞
の
山
道
が
続
き
ま
す
。

⑮
三
城
峠

　
こ
の
峠
の
頂
上
に
立
つ
と
権
現
山
、
奥
の
権
現
、

そ
し
て
藤
に
あ
っ
た
三
つ
の
城
が
見
え
た
と
い
い
ま

す
。
そ
れ
で
こ
こ
を
三
城
峠
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
ば
ば
が
茶
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
跡
が
道
端
に
残
っ
て
い
ま
す
。

⑬
紅
坂
一
里
塚

　
紅
坂
一
里
塚
は
、
江
戸
か
ら
数
え
て
八
十
九
番
目

の
一
里
塚
で
す
。
槙
ヶ
根
一
里
塚
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

里
歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
も
格
好
の
み

ち
し
る
べ
に
な
っ
て
い
て
、
歩
い
た
距
離
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。

　
こ
の
一
里
塚
も
北
塚
、
南
塚
が
残
さ
れ
て
お
り
、

岐
阜
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
塚
は
高

さ
が
約
二・二
ｍ
、
径
が
約
九・七
ｍ
、
南
塚
は
、
高

さ
が
約
三・二
ｍ
、径
が
十
一・三
ｍ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

近
く
の
紅
坂
に
は
、
ぼ
た
ん
の
花
が
開
い
た
よ
う
な

珍
し
い
岩
が
露
出
し
て
い
ま
す
。

⑭
藤
村
高
札
場

　
高
札
場
と
は
江
戸
時
代
、
幕
府
の
政
令
を
村
々
に

伝
え
る
高
札
を
掲
げ
た
場
所
で
、
村
の
往
来
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
藤
村
の
高
札
場
に
は
、「
放
火
犯
の
取

り
締
ま
り
」、「
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
」
の
二
枚
が
掲

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
高
札
場
は
、
復
元
さ
れ
た
も
の
で
、
横
に
は

庚
申
塔
の
文
字
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

●田尻神明宮の句歌碑群
　田尻神明宮の入口には、松尾芭蕉や
藤村歴代の俳諧指導者らの句歌碑が 15
基建てられています。明治 44 年に境内
およびその周辺の句歌碑を集めたもの
ですが、市内で 1 つの場所にこれだけ
多く建てられているところは他にはあり
ません。
　藤村には古くから俳諧や和歌の結社が
ありました。句歌碑群は、その歴史と、
当時の藤村の俳諧熱の高さ、文化の姿
を物語っているといえるでしょう。
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恵
那
の
西
行

恵
那
の
西
行

恵
那
の
西
行

恵
那
に
か
か
わ
る
西
行
の
歌

　
平
安
時
代
の
名
高
い
歌
人
西
行
（
一
一
一
八
─
一
一
九
〇
）
は
、
法
名
を
円
位
と
い

う
僧
侶
で
も
あ
り
ま
し
た
。
俗
名
を
佐
藤
義
清
（
さ
と
う
の
り
き
よ
）
と
い
っ
て
鳥
羽

院
に
仕
え
る
北
面
の
武
士
で
し
た
。

　
西
行
は
、
鎮
守
府
将
軍
藤
原
秀
郷
か
ら
九
代
目
の
子
孫
で
文
武
両
道
に
秀
で
、
妻
子

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
突
然
出
家
し
て
西
行
と
な
り
、
諸
国
を
行
脚
し

ま
す
。
そ
の
足
跡
は
、
遠
く
奥
州
・
平
泉
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
時
の
権
力

者
と
の
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
よ
う
で
、
平
清
盛
や
藤
原
秀
衡
と
親
交
が
あ
り
、
源
頼

朝
に
も
面
会
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
歌
人
と
し
て
の
西
行
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
九
十
四
首
入
る
と
い
う
当
代
随
一

の
歌
人
で
し
た
。
西
行
は
、
生
涯
に
二
千
首
以
上
の
歌
を
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
恋
の
歌
や
桜
の
歌
が
多
く
、
時
の
権
力
者
と
の
つ
な
が
り
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る

と
、
世
俗
を
捨
て
て
出
家
し
た
僧
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
も
見
ら

れ
ま
す
。

　
西
行
は
著
名
な
歌
人
で
、
し
か
も
諸
国
を
行
脚
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地

に
伝
説
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
こ
恵
那
の
地
で
も
西
行
の
伝
説
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
恵
那
で
は
大
井
町
長
国
寺
の
『
長
国
寺
縁
起
』、
東
野
鈴
木
家
の
『
阿
弥

陀
如
来
縁
起
』
に
西
行
の
事
跡
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
東
野
の
竹
林
庵
、
長

島
町
永
田
の
梅
露
庵
、
三
郷
町
野
井
の
松
林
庵
、
西
行
硯
水
、
杉
山
の
清
水
、
西
行
塚

な
ど
が
西
行
の
伝
承
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
回
目
の
奥
州
行
脚
を
終
え
た
西
行

は
、
帰
路
を
日
本
海
側
に
と
り
、
信
濃
を

経
て
美
濃
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。『
西
行
物
語
』『
西
行
物
語
絵
巻
』
で

も
西
行
が
信
濃
か
ら
美
濃
に
入
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
西
行
が
詠
ん
だ
歌
の
内
容

か
ら
す
る
と
信
濃
か
ら
美
濃
と
の
国
境
で

あ
る
神
坂
峠
付
近
に
来
た
こ
と
は
確
か
な

よ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
こ
と
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
西
行
の
歌
の
い
く
つ
か
に
は
、
恵
那
に

か
か
わ
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【
山
家
集
】

「
日
本
古
典
文
学
大
系
二
九・山
家
集
　
金
槐
和
歌
集
」
──
─
昭
和
三
十
六
年（
岩
波
書
店
）

【
西
行
上
人
集
】

久
保
田
淳
編
　「
西
行
全
集
」
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
昭
和
五
十
七
年

【
新
古
今
和
歌
集
】

「
日
本
古
典
文
学
大
系
二
八・新
古
今
和
歌
集
」
──
─
─
─
─
昭
和
三
十
六
年（
岩
波
書
店
）

思
へ
た
ゞ
花
の
散
り
な
ん
木
の
も
と
に
何
を
か
げ
に
て
我
身
す
み
な
ん
─
─
─
山
家
集

待
た
れ
つ
る
入
相
の
鐘
の
お
と
す
也
明
日
も
や
あ
ら
ば
聞
か
ん
と
す
ら
ん
─
─
山
家
集
…
西
行
塚
歌
碑

郭
公
都
へ
ゆ
か
ば
こ
と
つ
て
ん
こ
え
く
ら
し
た
る
山
の
哀
を
─
─
─
─
─
─
─
西
行
上
人
集

道
の
辺
に
清
水
流
る
ゝ
柳
蔭
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
ど
ま
り
つ
れ
─
─
─
─
─
新
古
今
和
歌
集
…
硯
水
公
園
歌
碑

心
あ
る
人
に
見
せ
場
や
大
井
な
る
花
無
山
の
春
の
気
色
を
─
─
─
─
─
─
─
─
長
国
寺
縁
起

花
無
の
峯
に
栖
み
け
る
鶯
は
己
れ
と
鳴
き
て
春
を
知
る
ら
ん
─
─
─
─
─
─
─
長
国
寺
縁
起
…
花
無
山
歌
碑

夜
昼
の
堺
は
此
に
有
明
の
月
吉
日
吉
影
を
な
ら
ぶ
る
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
長
国
寺
縁
起

よ
も
す
が
ら
あ
ら
し
の
音
に
夢
さ
め
て
大
井
の
夜
戸
に
霰
を
ぞ
き
く
──
─
─
─
口
碑

駒
形
と
山
に
み
雪
の
残
ら
ば
や
旅
も
永
田
の
冬
の
名
ご
り
に
─
─
─
─
─
─
─
口
碑
…
梅
露
庵
歌
碑

一
つ
田
の
水
も
わ
か
る
る
西
東
月
日
の
夢（
影
）を
う
つ
す
あ
け
が
た
──
─
─
─
口
碑

梅露庵歌碑

西行塚歌碑
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恵
那
の
西
行

恵
那
の
西
行

恵
那
の
西
行
と
史
跡

長
国
寺
縁
起

阿
弥
陀
如
来
縁
起

花
無
山

⑨
阿
弥
陀
堂

④
竹
林
庵

⑦
長
国
寺

⑧
長
栄
寺①

伝
西
行
塚

③
松
林
庵

⑤
梅
露
庵

②
西
行
硯
水

西
行
の
森

⑥
杉
山
の
清
水

10005000ｍ

JR・明知鉄道
恵那駅

恵那市役所

中山道

　
長
国
寺
は
大
井
町
に
あ
る
曹
洞
宗
の

寺
。
同
寺
に
伝
わ
る
『
長
国
寺
縁
起
』

は
、
永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
に
書
か

れ
、
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
に
書

写
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
縁
起
に
よ
る
と
…
…
…

　
鎌
倉
か
ら
京
に
の
ぼ
ら
ん
と
し
た
西

行
は
、
信
濃
か
ら
美
濃
に
入
り
、
大
井

の
妊
観
音
に
詣
で
た
あ
と
、
中
野
坂
に

さ
し
か
か
る
と
花
無
山
の
南
に「
弥
陀・

観
音
・
勢
至
」
の
三
尊
が
光
を
放
っ
て

い
た
の
で
、
そ
こ
に
赴
く
と
小
堂
が
あ

り
、
行
基
作
の
三
尊
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
西
行
は
こ
の
地
に
庵
を
結
ん
だ
。
あ

る
時
、
死
期
を
悟
っ
た
西
行
は
、
村
人

を
招
じ
寄
せ
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
中
野

坂
に
埋
め
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
は
た
し

て
そ
の
夜
半
、
西
行
は
亡
く
な
り
、
村

人
た
ち
は
遺
言
ど
お
り
に
中
野
坂
の
傍

ら
に
西
行
を
葬
り
、
そ
こ
に
五
輪
塔
を

建
て
た
。
以
来
、
こ
こ
を
西
行
根
（
さ

い
が
ね
）
と
い
う
。

　
東
野
鈴
木
家
に
伝
わ
る
縁
起
で
、
元

文
四
（
一
七
九
三
）
年
頃
に
書
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
縁
起
の
あ
ら
ま
し
は
…
…
…

　
西
行
は
、
奥
州
行
脚
の
帰
途
、
中
野

村
で
休
息
し
た
。
秋
の
半
ば
で
あ
る
の

に
東
の
山
一
面
に
花
が
咲
い
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
の
で
、
東
野
に
入
っ
て
花

を
見
よ
う
と
山
に
登
っ
た
と
こ
ろ
花
は

咲
い
て
い
な
か
っ
た
（
以
来
、
こ
こ
を

花
無
山
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
）。
不

思
議
に
思
っ
た
西
行
は
こ
こ
に
宿
を

と
っ
た
と
こ
ろ
、
み
た
が
ね
よ
り
光
明

が
さ
し
、
山
々
は
、
花
の
ご
と
く
に
輝

い
て
見
え
た
。
西
行
は
、
仏
の
化
身
が

お
ら
れ
る
と
思
い
、
山
へ
登
っ
て
何
度

も
拝
ん
だ
と
こ
ろ
、
阿
弥
陀
仏
は
別
な

姿
で
現
れ
、
こ
の
地
に
堂
を
建
て
、
衆

生
を
済
度
せ
よ
と
西
行
に
告
げ
ら
れ
て

西
の
空
へ
去
っ
た
。
感
激
し
た
西
行
は

そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
の
尊
像
を
作
り
、
お

堂
を
建
て
た
と
い
う
。

③
松
林
庵

　
三
郷
町
野
井
の
野
井
川
を
見
下
ろ
す
段
丘
上
に
あ

り
ま
す
。
恵
那
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
竹
林
庵

　
東
野
向
島
の
阿
木
川
を
見
下
ろ
す
山
地
の
中
腹
に

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
に

は
こ
の
庵
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
西
行
は
、
こ
こ
に
三
年
間
住
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
恵
那
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
梅
露
庵

　
長
島
町
永
田
の
主
要
地
方
道
多
治
見
・
恵
那
線
西

側
の
山
麓
に
あ
り
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
恵
那
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
杉
山
の
清
水

　
阿
木
川
ダ
ム
の
堰
堤
が
す
ぐ
近
く
に
見
え
る
旧
国

道
二
五
七
号
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
西
行
は
こ
の
清
水

を
飲
み
、「
甘
露
か
な
」
と
い
っ
た
と
の
話
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

①
伝
西
行
塚

　
長
島
町
中
野
の
中
山
道
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
に

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
恵
那
市
の
市
街
地
が
一

望
で
き
ま
す
。
塚
に
は
高
さ
一・四
ｍ
の
五
輪
塔
が

建
っ
て
い
ま
す
が
、
西
行
の
墓
標
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
形
式
的
に
は
室
町
時
代
初
期
の
五
輪
塔
と
さ

れ
、
岐
阜
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
長
国
寺 

⑧
長
栄
寺

　
両
寺
に
西
行
の
も
の
と
い
う
位
牌
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。（
写
真
は
長
国
寺
の
山
門
）

②
西
行
硯
水

　
長
島
町
中
野
新
田
の
中
山
道
の
傍
ら
に
あ
り
ま
す
。

西
行
が
こ
の
池
の
水
で
墨
を
す
っ
た
と
の
伝
承
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
硯
水
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

⑨
阿
弥
陀
堂

　
西
行
を
か
た
ど
っ
た
と
い
う
石
の
阿
弥
陀
像
が
安

置
し
て
あ
り
ま
す
。
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●交通案内

■ 大井宿へは
ＪＲ中央本線恵那駅下車　徒歩10分
中央自動車道恵那ＩＣより車で5分
■ 西行塚へは
ＪＲ中央本線恵那駅下車　徒歩25分
中央自動車道恵那ＩＣより車で3分
■ 深萱立場へは
ＪＲ中央本線武並駅下車　徒歩25分
国道19号竹折交差点より車で3分

　恵那市内の中山道を端から端まで、あるいはゆっくりと大井宿などをご案内します。
素人ガイドで流暢ではありませんが、地元ならではの名所紹介や昔話なども織り交ぜて
ご案内します。申し込み・問い合わせは恵那市観光交流課 (TEL.0573-26-2111) へ。

❖ ガイドボランティア……中山道かたりべの会 ❖
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●恵那市役所
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恵那 I.C.
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大井宿
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（大正村）
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